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本
村
の
人
口
は
、 

昨
年
1
年
間
で
69 

人
減
少
（
住
基
人
口 •

12
月
末
現
在
）

し
て
お
り
ま
す
。
社
会
・
経
済
活
動
の

担
い
手
不
足
、 

村
の
活
力
や
魅
力
の
低

下
が
一
層
に
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。 

こ

の
減
少
を
抑
制
す
る
た
め
の
取
り
組
み

を
強
化
す
る
よ
う
、 

国
の
「
デ
ジ
タ
ル

田
園
都
市
国
家
構
想
」
も
踏
ま
え
な
が

ら
、 

諸
事
業
の
積
極
的
な
推
進
に
努
め

ま
す
。

　
令
和
６
年
度
で
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市

国
家
構
想
交
付
金
事
業
が
完
了
す
る
こ

と
か
ら
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
推
進
制

度
を
活
用
し
、 

移
住
者
の
誘
致
、 

そ
の

伴
走
支
援
に
引
き
続
き
取
り
組
み
ま

す
。

　
ま
た
、
関
係
人
口
拡
大
の
た
め
の
移

住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー 

（
３
３
３
万

円
）
の
配
置
や
村
の
情
報
番
組
の
放
送

（
９
１
４
万
円
、 

テ
レ
ビ
で
年
・
46
回
）

に
よ
り
、 

青
の
国
ふ
だ
い
の
魅
力
発
信

を
強
化
し
つ
つ
、 

地
域
お
こ
し
協
力
隊

員
（
現
在
9
名
） 

や
地
域
活
性
化
起
業

人
（
５
９
０
万
円
、
1
名
）、 

地
域
づ

く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（
7
名
）、 

観
光

大
使
（
1
名
）
な
ど
と
の
連
携
も
し
な

が
ら
、 

移
住
・
定
住
の
促
進
は
も
と
よ

り
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
拡
大
に
も
資
す

所信を述べる柾屋伸夫村長

「
教
育
振
興
基
本
計
画
」
の
策
定
（
４

８
１
万
円
）
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
そ
し
て
、 

就
学
前
教
育
は
、 

保
育
所

型
認
定
こ
ど
も
園
「
は
ま
ゆ
り
子
ど
も 

園
」
の
保
育
の
質
の
向
上
に
、 

引
き
続

き
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
「
森
の
よ
う

ち
え
ん
」へ
の
支
援
も
継
続
し
つ
つ「
は

ま
ゆ
り
子
ど
も
園
」
と
の
交
流
や
連
携 

の
促
進
に
も
努
め
ま
す
。

　
学
校
教
育
は
、 

情
報
機
器
整
備
事
業

（
８
１
８
万
円
、 

小
・
中
で
１
１
７
台

の
更
新
）
に
取
り
組
み
な
が
ら
、 

義
務

教
育
学
校
建
設（
17
億
１
４
１
５
万
円
）

は
も
と
よ
り
、 

そ
の
開
校
へ
の
諸
準
備

に
も
万
全
を
期
す
よ
う
取
り
組
み
ま

す
。

　

な
お
、 

育
英
奨
学
資
金
貸
付
事
業

（
96
万
円
、2
名
）
や
学
習
塾
事
業
（
１

５
８
万
円
、 

小
学
生
48
回
・
中
学
生
１

　令和７年第２回村議会定例会が３月 4 日から 7 日
までの 4 日間開かれ、令和 7 年度の予算など 22 議
案が原案のとおり可決・同意されました。
　柾屋伸夫村長は議会初日の施政方針演述で、令和
7 年度の村づくりの重点事項や主要な施策などを明
らかにしました。
　村の活性化を目指した演述の内容と村の予算につ
いてお知らせします。

人口減少への対策、

産業経済の再生を軸に、

「青の国ふだい」を

前進前進さらに

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
の
推
進

村長施政方針演述

る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
（
目
標
額
５
億
円
）

は
、 

産
業
・
経
済
の
好
循
環
に
も
大
き

く
寄
与
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、 

返

礼
品
提
案
業
者
と
の
連
携
を
強
化
し
つ

つ
、 

メ
ル
マ
ガ
配
信
や
き
め
細
や
か
な

寄
付
者
対
応
の
徹
底
に
よ
り
、 

リ
ピ 

ー
タ
ー
の
獲
得
に
注
力
す
る
な
ど
し
、 

目
標
額
の
達
成
に
努
め
ま
す
。

　
学
ぶ
喜
び
を
村
づ
く
り
に
つ
な
げ
る

施
策
の
推
進
は
、
村
の
メ
イ
ン
プ
ラ
ン

で
あ
り
ま
す
「
総
合
発
展
計
画
」
が
改

定
さ
れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、 

義
務
教
育

学
校
開
校
後
も
見
据
え
た
本
村
教
育
振

興
施
策
の
総
合
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
と
な
る

０
０
回
）
な
ど
を
継
続
し
、 

学
ぶ
意
欲

に
あ
ふ
れ
た
児
童
生
徒
な
ど
を
支
え
て

ま
い
り
ま
す
。

　
社
会
教
育
は
、 
放
課
後
子
ど
も
教
室

事
業
（
４
７
９
万
円
）
や
学
校
と
地
域

の
協
働
連
携
事
業
（
１
１
９
万
円
）
の

推
進
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、 
鵜
鳥
神

楽
保
存
会
な
ど
の
活
動
支
援（
85
万
円
）

も
行
い
な
が
ら
、 

新
た
に
「
普
代
の
方

言
」
の
保
存
・
伝
承
事
業
（
１
７
１
万

円
）
や
昭
和
30
年
代
か
ら
の
永
久
保
存

広
報
写
真
の
デ
ー
タ
化（
２
３
０
万
円
）

も
進
め
、 

そ
の
展
示
な
ど
に
も
取
り
組

み
ま
す
。

　
保
健
体
育
は
、 

は
ま
ゆ
り
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
ヘ
の
事
業
委
託（
１
８
３
万
円
）

を
継
続
し
つ
つ
、 

夢
の
教
室
事
業
（
69

万
円
）
を
実
施
し
、 

人
材
育
成
の
取
り

組
み
を
続
け
ま
す
。

令和 6 年度地域おこし協力隊の活動報告会（３
月 22 日、役場大会議室）

義務教育学校の完成イメージ

文化・芸術振興の活動を支援します（鵜鳥神楽）

学
ぶ
喜
び
を
村
づ
く
り
に

つ
な
げ
る
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期
待
し
つ
つ
、 

特
に
も
、 

早
め
の
企
画

プ
ラ
ン
の
催
行
な
ど
に
よ
る
年
度
前
半

の
増
収
に
努
め
、 

村
に
不
可
欠
な
施
設

の
存
続
に
向
け
た
収
支
改
善
に
総
力
を

挙
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
な
お
、
12
月
末
の
収
支
状
況
に
よ
っ

て
は
、 

宿
泊
と
日
帰
り
入
浴
の
営
業
を

1
月
初
旬
で
打
ち
切
り
、 

そ
の
後
は
、 

会
食
と
仕
出
し
の
み
の
営
業
と
す
る
こ

と
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、 

議
会
さ
ん

も
含
め
て
の
「
く
ろ
さ
き
荘
の
今
後
の

在
り
方
」
の
検
討
も
し
な
け
れ
ば
と
考

え
て
お
り
ま
す
の
で
、 

議
員
各
位
や
村

民
の
皆
さ
ま
の
特
段
の
ご
理
解
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
　

　
一
般
保
健
活
動
で
、 

検
診
受
診
率
向

上
対
策
（
３
６
８
万
円
）、 

検
診
受
診

一
部
負
担
助
成
（
８
０
０
万
円
）、 

健

康
ポ
イ
ン
ト
事
業
（
62
万
円
）
な
ど
を

行
い
、 

健
康
増
進
意
識
の
向
上
と
生
活

習
慣
病
の
予
防
に
よ
る
健
康
長
寿
の
増

進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

ま
た
、 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
（
６
５
５

万
円
、 

全
村
民
）
や
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
（
１
１
３
８
万
円
、
65
歳
以
上
高

齢
者
等
）
の
無
償
接
種
、 

帯
状
疱
疹
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
一
部
助
成
（
64
万
円
）

を
継
続
し
ま
す
。

　
高
齢
者
保
健
福
祉
は
、 

新
た
に
、 

通

い
の
場
等
で
の
健
康
障
害
リ
ス
ク
因
子

の
低
減
に
資
す
る
取
り
組
み
を
行
い
つ

つ
、 

保
健
と
介
護
予
防
の
一
体
的
な
推

進
に
よ
る
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事

業
（
５
３
０
８
万
円
）
の
充
実
を
図
り

な
が
ら
、 

後
期
高
齢
者
の
健
康
増
進
と

フ
レ
イ
ル
予
防
を
推
進
し
ま
す
。 

ま

た
、 

生
活
支
援
ハ
ウ
ス
や
小
規
模
多
機

能
ホ
ー
ム
の
運
営
助
成
（
１
８
７
８
万

円
）
や
看
護
・
介
護
職
等
養
成
奨
学
金

貸
与
（
１
３
１
万
円
）
な
ど
も
継
続
し

つ
つ
、 

新
た
に
、 

普
代
福
祉
会
へ
の
介

護
人
材
確
保
助
成
（
２
１
８
万
円
、
人

材
斡
旋
料
な
ど
）
を
行
い
、 

サ
ー
ビ
ス

村長施政方針演述

提
供
を
持
続
可
能
と
す
る
た
め
の
支
援

を
行
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
は
、 

高
齢
者
が
地
域
で
健
康

的
な
生
活
が
で
き
る
よ
う
、 

高
齢
者
移

動
支
援
（
１
４
７
万
円
）
や
高
齢
者
等

生
活
支
援
（
２
７
３
万
円
）、 

地
域
サ

ロ
ン
活
動
支
援
（
85
万
円
、 

福
祉
バ
ス

利
活
用
拡
大
）、
加
齢
性
難
聴
補
聴
器

購
入
助
成
（
23
万
円
）、 

骨
伝
導
集
音

器
の
窓
口
設
置
（
5
台
、 

新
規
）
な
ど

も
行
い
つ
つ
、 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ 

ー
運
営
支
援
（
２
８
８
万
円
）
や
社
会

福
祉
協
議
会
運
営
支
援
（
１
６
２
１
万

円
、 

人
的
派
遣
は
別
途
）
も
行
い
、
高

齢
者
の
相
談
や
生
き
が
い
活
動
を
支
え

ま
す
。

　
な
お
、 

令
和
６
年
度
に
設
計
業
務
を

完
了
し
た
歯
科
常
勤
医
師
住
宅
の
建
設

（
３
０
８
４
万
円
）
に
も
取
り
組
み
ま

す
。

　
水
産
業
で
は
、 

新
規
就
業
者
確
保
事

業
（
１
４
７
万
円
）
や
水
産
業
活
性
化

事
業 

（
９
０
０
万
円
、 
種
苗
放
流
・
給

餌
）
な
ど
を
行
い
つ
つ
、 
県
営
の
太
田

名
部
漁
港
と
堀
内
漁
港
の
機
能
保
全
事

業
（
村
負
担
１
３
２
０
万
円
、 
太
田
名

部
漁
港
・
導
流
堤
な
ど
、 

堀
内
漁
港
・

北
防
波
堤
な
ど
）
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、 

新
魚
市
場
で
の
強
い
水
産
業

づ
く
り
交
付
金
事
業
（
９
４
８
万
円
、 

フ
ロ
ア
ス
ケ
ー
ル
と
選
別
設
備
）、 

堀

内
漁
村
セ
ン
タ
ー
で
の
照
明
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

（
４
４
１
万
円
）
も
進
め
ま
す
。
な
お
、

「
海
フ
ェ
ス
タ
in
ふ
だ
い
」
は
、
定
置

網
漁
業
の
長
期
不
振
の
影
響
を
踏
ま
え

休
止
と
し
ま
す
。

　
　

　

　
農
業
は
、 

ほ
う
れ
ん
そ
う
価
格
安
定

甚
金
拠
出
を
継
続
し
つ
つ
、 

地
域
農
業

計
画
実
践
支
援
事
業
（
４
５
８
万
円
、 

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
3
棟
）、 

園
芸
作
物

収
量
向
上
等
支
援
事
業
（
種
子
等
57
万

円
、 

士
壌
消
毒
30
万
円
）、 

未
来
農
業

実
証
事
業
（
１
０
０
万
円
、 

新
規
作
物

等
栽
培
）
を
行
い
ま
す
。

　

鳥
獣
防
除
は
、 

電
気
柵
設
置
助
成

（
40
万
円
）
や
有
害
鳥
獣
駆
除
報
奨
金

支
給
事
業
な
ど 

（
２
５
４
万
円
）
を
行

い
被
害
防
止
に
努
め
ま
す
。
ま
た 

、 

捕
獲
個
体
処
理
用
埋
設
管
設
置
工
事

（
１
５
０
万
円
）
も
行
い
ま
す
。

　
林
業
は
、 

原
木
し
い
た
け
生
産
を
持

続
可
能
と
す
る
よ
う
植
菌
助
成
事
業 

（
１
４
９
万
円
）
を
行
い
つ
つ
、 

村
有

林
の
下
刈
り
・
植
林
事
業
（
72
万
円

21・75
㌶)

、
ナ
ラ
枯
れ
対
策
事
業
（
４

０
０
万
円
）
に
取
り
組
み
ま
す
。
森
林

環
境
譲
与
税
事
業
（
１
５
１
３
万
円
）

で
は
、
実
地
調
査
（
第
14
～
19
地
割
、

３
７
７
万
円
）、
緑
の
村
環
境
整
備
事

業
（
４
０
０
万
円
）、
基
金
積
立
（
１

３
０
５
万
円
）
を
行
い
ま
す
。

　
商
工
業
は
、 

商
工
会
に
よ
る
地
元
消

費
拡
大
へ
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発

行
事
業
（
３
０
０
万
円
）
や
青
の
国
ブ

ラ
ン
ド
商
品
開
発
促
進
支
援
事
業
（
１

０
０
万
円
）
を
行
い
ま
す
。 

ま
た
、 

起
業
支
援
（
２
０
０
万
円
）、 

運
転
資

金
等
確
保
預
託
（
１
０
０
０
万
円
）、 

経
営
指
導
支
援
補
助
（
３
８
０
万
円
）

も
行
い
ま
す
。

　
観
光
は
、「
ふ
だ
い
ま
つ
り
」（
４
０

０
万
円
）、「
昆
布
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
Ｐ
Ｒ
事

業
」（
３
６
９
万
円
）、 

ビ
ー
チ
ヨ
ガ
や

神
楽
の
日
な
ど
（
90
万
円
）
の
イ
ベ
ン

ト
開
催
を
行
う
と
と
も
に
、 

観
光
バ
ス

誘
致
事
業
（
３
０
８
万
円
）、 

観
光
特

産
品
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
事
業
（
５

２
５
万
円
）、 

ふ
だ
い
ま
る
ご
と
観
光

物
産
事
業
（
２
６
６
万
円
）、 

み
ち
の

く
潮
風
ト
レ
イ
ル
受
入
環
境
整
備
事
業

（
３
３
０
万
円
、 

英
語
表
記
サ
イ
ン
作

成
）、 

恋
す
る
灯
台
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事

業
（
33
万
円
）
な
ど
も
行
い
ま
す
。

　

未
来
を
拓
く
活
力
あ
る

産
業
を
育
て
る

　
く
ろ
さ
き
荘
は
、 

落
ち
込
ん
で
い
た

宿
泊
利
用
に
回
復
傾
向
も
見
ら
れ
ま
す

が
、
光
熱
費
や
賄
材
料
費
が
高
止
ま
り

す
る
中
、 

人
件
費
が
大
幅
に
増
え
、 

引

き
続
き
厳
し
い
経
営
状
況
と
な
っ
て
お

り
、
１
月
か
ら
は
昨
年
に
も
増
し
た
営

業
の
縮
小
（
宿
泊
は
月
～
木
曜
日
、 

風

呂
は
火
・
木
曜
日
が
休
業
）
に
よ
り
、 

収
支
赤
字
の
削
減
に
努
め
て
き
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
本
年
度
の
実
績
見
込
は
、 

事
業

収
入
が
７
７
３
９
万
円
（
Ｒ
５
＝
７
２

７
１
万
円
（
宿
泊
＝
７
９
８
万
円
増
、 

食
堂
・
売
店
＝
３
２
９
万
円
減
））
と

前
年
度
比
４
６
９
万
円
の
増
（
６
・
４

㌫)

と
な
り
、 

事
業
支
出
は
１
億
１
４

２
５
万
円
（
Ｒ
５
＝
１
億
７
４
３
万
円

（
人
件
費
＝
４
５
１
万
円
増
、 

賄
材
料

費
＝
98
万
円
増
、 

燃
料
費
＝
１
４
４
万

円
増
））
と
前
年
度
比
６
８
２
万
円
の

増
（
６
・
３
㌫)

と
な
り
、 

営
業
収
支

で
は
３
１
２
１
万
円
の
赤
字
が
見
込
ま

れ
ま
す
。
よ
っ
て
、 

令
和
６
年
度
も
一

般
会
計
か
ら
の
補
填
を
お
願
い
せ
ざ
る

を
得
な
い
こ
と
（
年
度
末
補
填
額
で
、

Ｒ
５
＝
３
２
６
０
万
円
、 

Ｒ
６
見
込
み

＝
２
８
４
０
万
円
）
重
く
受
け
止
め
、 

議
員
各
位
や
村
民
の
皆
さ
ま
に
衷
心
よ

り
の
お
詫
び
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ

り
ま
す
。

　
令
和
7
年
度
は
、 

昨
年
の
料
金
改
定

の
効
果
が
着
実
に
現
れ
て
く
る
こ
と
も

　
昨
年
度
策
定
し
た
地
球
温
暖
化
対
策

実
行
計
画
（
区
域
施
策
編
）
に
基
づ
く

脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組

み
と
し
て
、 

公
共
施
設
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

（
５
７
６
万
円
、
高
齢
者
活
動
施
設
な

ど
３
施
設
）
や
住
宅
等
で
の
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
等
導
入
（
２
４
０
万
円
、 

発
電
設
備 

・ 

蓄
電
池
設
備 

・ 

電
気
自

動
車
）
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
ブ
ル
ー

カ
ー
ボ
ン 

・ 

オ
フ
セ
ッ
ト
制
度
構
築

へ
の
共
同
研
究
（
30
万
円
）
も
進
め
ま

す
。

　
住
宅
は
、 

公
営
住
宅
長
寿
命
化
計
画 

の
策
定
（
４
０
０
万
円
、 

村
営
住
宅
28

ふだいまつりなどのイベントを開催し、観光振興に取り組みます
介護予防や健康づくりを推進します

（村シルバー人材センターの皆さん）

12 月に完成した新魚市場

健
や
か
に
、安
心
し
て

暮
ら
せ
る
環
境
を
つ
く
る

周辺施設と合わせた、くろさき荘の誘客活動に全力を尽くします

村内企業や家庭における省エネ・再エネ設備導入を促
進します

自
然
と
共
生
す
る
安
全
で

快
適
な
環
境
を
つ
く
る
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村長施政方針演述

１
５
万
円
）
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、 

災
害
対
応
用
衛
星
通
信
シ
ス
テ
ム
更
新

（
負
担
金
５
４
６
万
円
、
J
ア
ラ
ー
ト

等
）、 

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
購
入（
１

７
２
３
万
円
、
6
分
団
用
）
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、 

新
た
に
、 

自
主
防
災
組
織

の
活
動
や
資
機
材
整
備
へ
の
支
援
制
度

を
創
設
し
、 

防
災
士
の
養
成
に
も
、 

引

き
続
き
、 

取
り
組
み
ま
す
。

　
交
通
安
全
は
、 

通
学
路
交
通
安
全
の

た
め
の
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
設
置
（
５
０

０
万
円
）
な
ど
を
行
う
と
と
も
に
、 

事

故
防
止
や
飲
酒
運
転
撲
滅
へ
の
啓
発
の

強
化
に
努
め
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
信
頼
さ
れ
る
役
場
づ
く
り
の
た
め
の

職
員
の
資
質
向
上
は
、 

市
町
村
職
員
研

修
協
議
会
で
の
研
修
（
70
万
円
）
や
村

独
自
で
の
人
事
評
価
（
26
万
円
）
や
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
（
26
万
円
）
の
研
修
を

行
う
と
と
も
に
、 

県
派
遣
研
修
（
１
１

３
万
円
、 

県
庁
1
年
間
）
も
継
続
し
な

が
ら
、 

時
代
の
変
化
に
対
応
す
る
柔
軟

な
発
想
と
行
動
力
を
備
え
る
職
員
の
育

成
、 

確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、 
自
治
体
Ｄ
Ｘ
の
着
実
な
推
進

の
た
め
、 

Ａ
Ｉ•
Ｒ
Ｐ
Ａ
活
用
（
２
６

８
万
円
） 

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、 

テ

レ
ビ
デ
ー
タ
放
送
の
効
率
的
な
活
用
の

　
河
川
は
、 
大
沢
川
な
ど
で
の
堆
積
土

砂
撤
去
（
２
０
０
万
円
）
や
障
害
物
除

去
（
２
０
０
万
円
）
を
行
い
ま
す
。

　

簡
易
水
道 

・
下
水
道（
漁
集
）は
、 

事
業
の
安
定
的
な
持
続
の
た
め
の
経
営

戦
略
策
定
事
業
（
簡
水
７
４
８
万
円
、 

漁
集
６
９
９
万
円
）
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、 

簡
易
水
道
施
設
で
の
水
位
計
な

ど
の
更
新（
４
３
８
万
円
）も
行
い
ま
す
。

　
汚
水
処
理
は
、 

個
別
合
併
処
理
（
普

及
率
45
・
４
㌫)

の
拡
大
に
向
け
た
嵩

上
補
助 

（
6
割
ア
ッ
プ
、
8
戸
、
５
８

０
万
円
）
を
継
続
し
、
普
及
率
の
向
上

に
努
め
ま
す
。

　
防
災
は
、 

老
朽
化
が
激
し
い
防
災
行

政
無
線
施
設
の
５
年
後
位
で
の
更
新
を

視
野
に
、
そ
の
基
本
計
画
の
策
定
（
７

戸
）
を
行
う
と
と
も
に
、 

民
間
住
宅
で

の
一
般
リ
フ
ォ
ー
ム
と
浄
化
槽
設
置
加

算
リ
フ
ォ
ー
ム
の
拡
充
助
成
（
８
戸
、 

１
５
０
万
円
）
の
他
、
新
た
に
、 

熱
中

症
防
止
の
た
め
の
民
間
住
宅
エ
ア
コ
ン

設
置
支
援
（
１
６
５
万
円
、 

高
齢
者
世

帯
な
ど
30
戸
）
と
、 
公
共
建
物
の
空
調

設
備
改
修
（
４
６
３
２
万
円
、 

自
然
休

養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
な
ど
３
施
設
）
も

行
い
ま
す
。

　
道
路
は
、（
仮
称
）
普
代
駅
前
8
号

線
の
新
設
（
２
０
０
０
万
円
）、 

白
井

港
線 

・ 

旧
国
道
2
号
線 

・ 

白
井
沢
向

線 

・ 

普
代
駅
前
1
号
線 

・ 

カ
持
港
線

な
ど
の
舗
装 

・ 

側
溝
等
補
改
修
（
７

０
０
０
万
円
）、 

沢
山
線
と
黒
崎
3
号

線
の
改
良
（
７
０
０
０
万
円
）
な
ど
を

行
い
ま
す
。 

ま
た
、 

茂
市
北
ノ
股
線

な
ど
の
改
良
の
設
計 

・ 

測
量
（
２
１

０
０
万
円
）
や
滝
ノ
沢
橋
な
ど
の
橋
梁

の
補
改
修
の
点
検 

・ 

設
計
（
２
７
０

０
万
円
）
も
進
め
ま
す
。

徹
底
な
ど
も
図
り
つ
つ
、 

行
政
情
報
の

適
時
・ 

適
切
・
円
滑
な
発
信
に
よ
る

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　

財
政
運
営
は
、 

実
質
公
債
費
比
率

（
Ｒ
5
＝
９・３
㌫
、
Ｒ
４
＝
9・１
㌫)

が
上
昇
し
て
き
て
お
り
ま
す
の
で
、 

一

層
に
も
、 

優
遇
起
債
の
活
用
の
徹
底
を

図
り
な
が
ら
、 

将
来
負
担
比
率
の
ゼ
ロ

水
準
（
Ｒ
5
＝
０
・
０
㌫)

の
維
持
に

も
意
を
用
い
な
が
ら
、 

諸
施
設
の
維
持

管
理
費
は
も
と
よ
り
、 

各
事
業
の
コ
ス

ト
削
減
、 

休
養
施
設
事
業
な
ど
の
収 

支
改
善
に
よ
る
繰
入
の
縮
減
に
も
取
り

組
み
、
健
全
性
の
維
持
、 

確
保
に
努
め

ま
す
。
ま
た
、 

財
政
調
整
基
金
は
、 

今

後
の
大
規
模
事
業
向
け
の
取
り
崩
し
も

視
野
に
入
れ
つ
つ
、 

諸
災
害
に
万
全
に

熱中症防止のためのエアコン設置を
支援します

持
続
可
能
な
仕
組
み
を

み
ん
な
で
つ
く
る

役場新採用職員（左から太田若那保健師、関畑瑠夏保健師、
山根万侑保育士、内野沢さつき主事）

対
応
で
き
る
水
準
を
維
持
し
ま
す
。

　
久
慈
広
域
連
合
で
の
共
同
処
理
事
務

に
つ
き
ま
し
て
は
、「
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
」
を
深
化
・ 

推
進
し
、 

認
知

症
高
齢
者
へ
の
支
援
体
制
の
構
築
に
も

取
り
組
む
介
護
保
険
事
業
、 

脱
炭
素
社

会
の
実
現
と
循
環
型
社
会
形
成
の
推
進

に
向
け
た
、
ご
み
の
排
出
抑
制
と
適
切

な
分
別
の
徹
底
な
ど
に
取
り
組
み
つ

つ
、 

最
終
処
分
場
の
延
命
化
や
旧
し
尿

処
理
場
の
解
体
撤
去
工
事
も
進
め
る
衛

生
事
業
、 

水
難
救
助
業
務
や
い
わ
て
消

防
指
令
セ
ン
タ
ー
の
運
用
開
始
に
向
け

た
取
り
組
み
を
進
め
な
が
ら
、 

大
規
模

か
つ
多
様
化
す
る
災
害
に
的
確
に
対
応

で
き
る
消
防
防
災
体
制
の
充
実
・
強
化

な
ど
に
取
り
組
む
消
防
事
業
の
円
滑
な

推
進
に
、 

構
成
市
町
村
と
と
も
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　

　

こ
れ
ら
施
策
を
職
員
一
丸
と
な
っ

て
、
し
っ
か
り
と
推
進
し
、「
ま
ち
が

に
ぎ
わ
い
、
風
土
を
つ
む
ぎ
、
や
す
ら

ぎ
を
感
じ
、
人
と
人
と
が
つ
な
が
り
あ

う
、
青
の
国
を
」
の
村
づ
く
り
の
更
な

る
前
進
を
期
し
て
ま
い
り
ま
す
。
議
員

各
位
や
村
民
の
皆
さ
ま
の
深
い
ご
理
解

と
一
層
の
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申

し
上
げ
、
私
の
所
信
の
表
明
と
い
た
し

ま
す
。

◆
む
す
び
に

道路の舗装・側溝等補改修や改良工事を進めます
（写真は黒崎３号線）
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朝日が降り注ぐ堀内漁港
（３月 23 日午前６時 10 分）

令和７年度
一般会計の当初予算

　令和７年度の村の当初予算が３月定例会で決ま

りました。一般会計当初予算は56億5,300万円（前

年度比 14 億 3,500 万円増）で、過去最大の額と

なりました。普代村立普代学園建設工事、ふるさ

と納税を活用した地域産業促進事業、村道道路改

良事業（７路線）などに取り組み、将来にわたり

持続可能な地域づくりを進めます。

歳出の構成比 歳入の構成比

用語の説明（歳出）
総務費………村長や職員などの人件費や財産管理、地域振

興などに使うお金
民生費………高齢者や障がいを持った人、児童の福祉推進、

子ども園の維持管理に使うお金
公債費………公共事業などの際に借りたお金の返済に使う

お金
教育費………小・中学校の管理運営や施設整備、生涯学習、

文化財保護などに使うお金
農林水産業費…漁港の整備や森林の管理、保全に使うお金
土木費………道路や橋りょう、公園、公営住宅の整備など

に使うお金
消防費………普代分署や消防団の運営など、消防活動や救

急活動に使うお金
商工費………商店街の活性化、観光施設の維持管理、観光

イベントなどに使うお金
衛生費………ごみやし尿の処理や健康増進事業に使うお金
災害復旧費…自然災害で被害を受けたインフラ施設などの

復旧に使うお金

用語の説明（歳入）
地方交付税………一定の行政サービス水準を維持する
　　　　　　　　ため、国から交付されるお金
村債………………建物や道路などの公共事業に充てる
　　　　　　　　ため、村が起こす借入金
国庫支出金………特定の事務・事業に対し国から交付　
　　　　　　　　されるお金
県支出金…………特定の事務・事業に対し県から交付　
　　　　　　　　されるお金
地方譲与税………市町村に代わって国が集めて、市町
　　　　　　　　村に交付されるお金
繰入金……………村の預金などを取り崩したお金
村税………………村民税や固定資産税など皆さんに納
　　　　　　　　めていただいたお金　　　　　　　　　
諸収入……………村の預金利息や貸付金の元利収入
使用料・手数料……住民票などの証明書の発行手数料など
その他寄付金など…ふるさと納税などの寄付金や前年度　
　　　　　　　　から繰り越されたお金

特別会計予算額（　）内は前年度比

総額  ７億9,200万円
国民健康保険	 ４億2,380万円	 （1.4％）
国民健康保険診療施設	 ２億   700万円	 （5.3％）
休養施設事業	 １億1,760万円	（△ 8.3％）
後期高齢者医療事業	 3,840万円	 （4.1％）
魚市場　　　　　　　　　　 520万円　※新設

令和７年度の主な事業
事業内容 予算額

普代村立普代学園建設工事 16億5,880 万円

ふるさと納税を活用した地域産業
促進事業 ２億9,979 万円

村道道路改良事業（７路線） １億5,107 万円

公共施設 LED照明・空調設備整備
事業（５施設） 5,650 万円

消防団車両購入事業 1,723 万円

７年度の当初予算は 5656 億億 55,,330000 万円万円

　

予
算
は
４
月
１
日
か
ら
翌
年
の
３
月

31
日
ま
で
の
１
年
間
に
、
ど
ん
な
事
業
に

ど
の
く
ら
い
の
お
金
を
か
け
て
行
う
か

示
す
も
の
で
す
。
村
で
は
一
般
会
計
予

算
と
特
別
会
計
予
算
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　　
歳
入
（
村
に
入
る
お
金
）
の
主
な
も

の
は
、
村
の
自
主
財
源
で
あ
る
村
税
が

１
億
９
８
１
８
万
円
（
前
年
度
比
57
万

円
増
）、
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
地
方
交

付
税
が
16
億
９
０
０
０
万
円
（
同
８
０

０
０
万
円
増
）、
国
庫
支
出
金
が
４
億

５
３
５
７
万
円
（
同
92
万
円
増
）、
県

か
ら
交
付
さ
れ
る
県
支
出
金
が
１
億
９

４
２
万
円
（
同
７
２
３
万
円
増
）
と
な

り
ま
し
た
。

　
歳
出
（
村
で
使
う
お
金
）
の
主
な
も

の
は
、
教
育
費
が
19
億
３
６
８
８
万
円

（
前
年
度
比
16
億
４
３
０
９
万
円
増
）、

総
務
費
が
15
億
６
８
４
０
万
円
（
同
３

億
８
２
２
４
万
円
増
）、
民
生
費
が
５

億
７
６
７
７
万
円
（
同
６
８
９
０
万
円

増
）、
土
木
費
が
３
億
１
０
２
１
万
円

（
同
６
４
７
１
万
円
減
）、
農
林
水
産
業

費
が
２
億
１
８
４
５
万
円
（
同
６
億
７

６
３
５
万
円
減
）
と
な
り
ま
し
た
。

　　
特
別
会
計
は
、
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
な
ど
５
会
計
で
、
予
算
総
額
は
７

億
９
２
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

  

■
一
般
会
計
予
算

  

■
特
別
会
計
予
算

歳 出
56億5300万円

（使うお金）

消防費
１億9477万円

3.4%

民生費
５億7677万円
10.2%

総務費
15億6840万円
27.7%

公債費
４億5539万円

8.1%

農林水産業費
２億1845万円

3.9%

教育費
19億3688万円
34.3%

土木費
３億1021万円

5.5%

衛生費
２億1536万円

3.8%

商工費
１億1603万円

2.0%

議会費
5954万円
1.1% 予備費など

111万円
災害復旧費
９万円

歳 入
56億5300万円
（入るお金）

自主財源
30.9%

依存財源
69.1%

村債
15億2400万円
27.0%

県支出金
１億942万円
1.9%

地方交付税
16億9000万円
29.9%

その他寄付金など
５億2960万円

9.4%

使用料・手数料
2107万円
0.4%

繰入金
８億1630万円
14.4%

村税
１億9818万円

3.5%

諸収入
１億7870万円

3.2%

その他交付金など
7776万円
1.4%

地方譲与税
5440万円
0.9%

国庫支出金
４億5357万円

8.0%

簡易水道事業	 １億3,348万円	 （1.0％）
下水道事業	 5,073万円	（△ 45.0％）

公営企業会計予算額（　）内は前年度比

※端数処理の関係で金額や比率に若干の差が出ています※端数処理の関係で金額や比率に若干の差が出ています
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ふだいのわだい

柾
屋
村
長
か
ら
委
嘱
状
を
受
け
取
る

藤
本
さ
ん
（
右
）

　
４
月
１
日
、
村
で
初
め
て
の
地

域
お
こ
し
協
力
隊
イ
ン
タ
ー
ン
と

し
て
藤
本
健
司
さ
ん
（
千
葉
県
柏

市
出
身
・
40
歳
）
に
委
嘱
し
ま
し

た
。

　
村
で
は
今
年
度
か
ら
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
イ
ン
タ
ー
ン
制
度
を

導
入
。
こ
の
制
度
は
、
協
力
隊
に

興
味
を
持
っ
て
い
る
方
が
、
実
際

に
協
力
隊
と
同
じ
よ
う
な
活
動
に

従
事
し
、
着
任
後
の
イ
メ
ー
ジ
を

持
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　
藤
本
さ
ん
は
「
ま
ず
は
地
域
の

こ
と
を
知
り
た
い
。
そ
し
て
、
旧

和
村
邸
の
活
用
や
普
代
村
に
や
っ

て
き
た
人
が
集
ま
っ
て
交
流
で
き

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
カ
フ
ェ
の
運

営
に
取
り
組
み
た
い
」
と
抱
負
を

語
っ
て
い
ま
し
た
。

き
家
の
活
用
に
取
り
組
み
た
い

協
力
隊
イ
ン
タ
ー
ン
生
に
藤
本
さ
ん

空 経
木
量
り
売
り
展
示
の
前
で
発
表
す
る

伊
藤
隊
員

　

普
代
村
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員

8
人
に
よ
る
活
動
報
告
会
が
３
月

22
日 

、
村
役
場
３
階
大
会
議
室

で
行
わ
れ
、
住
民
や
役
場
職
員
な

ど
約
30
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
隊
員
ら
は
、
地
域
活
性
化
の
た

め
に
取
り
組
ん
で
い
る
Ｐ
Ｒ
活
動

や
国
民
宿
舎
く
ろ
さ
き
荘
の
魅
力

発
信
、
経
木
の
事
業
化
、
農
業
の

魅
力
と
可
能
性
、
体
験
観
光
に
よ

る
地
域
振
興
、
野
外
保
育
活
動
な

ど
に
つ
い
て
発
表
。
最
後
に
、
株

式
会
社
ア
ー
ス
カ
ラ
ー
高
浜
大
介

代
表
か
ら
移
住
者
誘
致
事
業
の
講

話
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
活
動
３
年
目
の
伊
藤
あ
ゆ
み
隊

員
（
緑
区
・
32
歳)

は
経
木
の
量は
か

り
売
り
販
売
の
方
法
を
展
示
。
興

味
を
引
く
展
示
に
来
場
者
は
い
ろ

い
ろ
な
質
問
を
し
て
い
ま
し
た
。

経
木
の
製
造
は
旧
落
合
産
直
で

行
っ
て
い
ま
す
。

域
の
魅
力
を
引
き
出
す
活
動
を

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
報
告
会

地

　
三
船
隆
久
村
消
防
団
長
（
中
央

区
・
73
歳
）
が
３
月
31
日
付
け
で

勇
退
し
、
後
任
に
金
子
泰
男
さ
ん

（
黒
崎・71
歳
）が
就
任
し
ま
し
た
。

４
月
１
日
に
は
役
場
で
辞
令
交
付

式
が
行
わ
れ
、
金
子
新
団
長
に
辞

令
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
金
子
新
団
長
は
、
昭
和
51
年
に

消
防
団
に
入
団
。
平
成
20
年
に
本

部
長
を
経
て
、
令
和
２
年
に
副
団

長
に
昇
進
し
団
長
を
補
佐
し
て
き

ま
し
た
。

　
金
子
新
団
長
は
「
小
さ
な
消
防

団
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
歴
史
を

引
き
継
ぎ
、
団
員
を
ま
と
め
て
前

に
進
ん
で
い
き
た
い
」
と
就
任
に

当
た
り
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　
任
期
は
令
和
７
年
４
月
１
日
か

ら
令
和
９
年
３
月
31
日
ま
で
で

す
。

　
三
船
前
団
長
は
昭
和
49
年
に
消

防
団
に
入
団
。
平
成
14
年
に
本
部

長
を
経
て
、
同
20
年
か
ら
は
副
団

長
を
務
め
、
平
成
24
年
４
月
に
団

長
に
就
任
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
13
年
間
、
団
長
と
し
て

村
民
の
生
命
財
産
を
守
る
た
め
日

夜
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

船
隆
久
さ
ん
が
勇
退

新
消
防
団
長
に
金
子
泰
男
さ
ん

三

握手を交わす金子新団長（左）と三船前団長

柾屋村長から辞令書を受け取る金子新団長

心
安
全
な
地
域
を
目
指
し

春
の
交
通
安
全
街
頭
指
導

安

街
頭
活
動
で
は
交
通
安
全
啓
発
用
の
ポ

ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
布
し
ま
し
た

　

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
、

４
月
６
日
～
15
日
の
期
間
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
今
年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

は
「
て
を
あ
げ
て　
く
る
ま
に
お

し
ら
せ　
ぼ
く
は
こ
こ
」
で
す
。

　
村
で
は
11
日
、
村
交
通
指
導
隊

員
や
県
交
通
安
全
協
会
久
慈
支
部

普
代
分
会
の
皆
さ
ん
、
役
場
職
員

な
ど
約
20
人
が
参
加
し
、
普
代
郵

便
局
前
と
旧
普
代
分
署
付
近
で

「
命
を
大
切
に
安
全
運
転
を
」
な

ど
と
書
か
れ
た
の
ぼ
り
旗
を
手
に

安
全
運
転
を
訴
え
、
通
学
中
の
子

ど
も
た
ち
に
は
、
ポ
ケ
ッ
ト

テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
り
ま
し
た
。

　
佐
藤
太
樹
普
代
駐
在
所
長
は

「
児
童
、
生
徒
さ
ん
は
車
に
気
を

付
け
て
安
全
に
登
下
校
を
し
ま

し
ょ
う
」
と
呼
び
掛
け
て
い
ま
し

た
。　

　
３
月
31
日
で
行
政
相
談
委
員
を

退
任
さ
れ
た
和
村
淑
子
さ
ん
（
中

央
区
・
76
歳
）
に
総
務
大
臣
感
謝

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
伝
達
式
は
４
月
９
日
、
柾
屋
伸

夫
村
長
立
ち
会
い
の
も
と
役
場
で

行
わ
れ
、
総
務
省
岩
手
行
政
監
視

行
政
相
談
セ
ン
タ
ー
の
田
村
亨
所

長
か
ら
感
謝
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。

　
和
村
さ
ん
は
平
成
29
年
４
月
１

民
と
行
政
の
か
け
橋
と
し
て
尽
力

和
村
淑
子
さ
ん

に
総
務
大
臣
感
謝
状

住

感
謝
状
を
手
に
す
る
和
村
さ
ん（
中
央
）、
右

は
柾
屋
村
長
、
左
は
田
村
岩
手
行
政
監
視

行
政
相
談
セ
ン
タ
ー
所
長

日
に
行
政
相
談
委
員
の
委
嘱
を
受

け
て
か
ら
８
年
間
、
住
民
か
ら
さ

ま
ざ
ま
な
相
談
を
受
け
付
け
、
相

談
者
へ
の
助
言
や
関
係
機
関
へ
通

知
す
る
な
ど
、
住
民
と
行
政
の
か

け
橋
と
し
て
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
村
の
文
化
祭
で
は
行

政
相
談
ブ
ー
ス
を
設
け
て
、
行
政

相
談
制
度
の
啓
発
活
動
な
ど
も
積

極
的
に
実
施
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
地
域
文
化
学
習
講
座
が
３
月
16

日
、
村
役
場
３
階
大
会
議
室
で
行

わ
れ
、約
20
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
第
一
部
で
は
「
ア
ニ
メ
と
神
楽

の
密
か
な
関
係
」
と
題
し
て
、
村

地
域
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
國

學
院
大
學
学
術
資
料
セ
ン
タ
ー
客

員
教
授
、
坐い

か
す
り摩

神
社
権ご
ん
ね
ぎ

禰
宜
の
橋

本
裕
之
先
生
が
講
演
。
有
名
な
ア

ニ
メ
に
出
て
く
る
神
楽
や
神
楽
と

同
じ
題
材
の
ア
ニ
メ
な
ど
が
紹
介

さ
れ
、
参
加
者
ら
は
興
味
深
く
聞

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
続
い
て
第
二
部
で
は
「
つ
く
っ

て
み
よ
う
！
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
」

と
題
し
て
、
ア
ニ
メ
作
り
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。
元

ア
ニ
メ
制
作
会
社
勤
務
の
武
藤
弥

生
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
鵜
鳥
神

楽
の
演
目
「
山
の
神
」
で
、
山
の

神
が
米
を
ま
く
動
作
の
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
を
制
作
。

　
三
田
地
春は
る
と和

君
は
「
知
っ
て
い

る
ア
ニ
メ
と
神
楽
の
つ
な
が
り
を

知
っ
た
。
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
制

作
で
は
、
米
を
飛
ば
す
動
き
を
細

か
く
描
く
こ
と
が
で
き
た
」
と
振

り
返
っ
て
ま
し
た
。

ニ
メ
と
神
楽
の
関
係
を
学
ぶ

地
域
文
化
学
習
講
座

ア

講演する橋本裕之先生

アニメーション制作を体験しました
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みんなのひろばみんなのひろば

本はともだち

図書室へ
　　行こう！

　
む
か
し
、
ば
あ
さ
ま
が
か
わ
で

ひ
ろ
っ
た
こ
ば
こ
か
ら
し
ろ
い
い

ぬ
が
う
ま
れ
て
、
シ
ロ
と
な
づ
け

ら
れ
た
。

　
シ
ロ
は
お
お
き
く
な
っ
て
、
あ

る
ひ
じ
い
さ
ま
を
せ
な
か
に
の
せ

て
や
ま
へ
で
か
け
た
と
こ
ろ
…
。　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
童
心
社
）

『
は
な
さ
か
じ
い
』松

谷　
み
よ
子

◆
幼
児
～
向
け

普代村役場

普代村図書室普代村図書室

★

はまゆり子ども園

普代中 普代小

普代村役場
至
宮
古
→

開室時間：午前９時～正午
　　　　  午後１時～午後５時
�休 室 日 ：毎週月曜日　
電話・FAX：
 　（0194）36-1044

　
ゆ
ず
く
ん
の
ク
ラ
ス
に
や
っ
て

き
た
「
こ
て
ん
ち
ゃ
ん
」
は
、
ラ

ン
ド
セ
ル
を
し
ょ
っ
て
な
い
！
う

わ
ば
き
じ
ゃ
な
く
て
下
駄
を
は
い

て
い
る
！

　
ク
ラ
ス
の
み
ん
な
と
違
い
が
た

く
さ
ん
で
も
、
う
ま
く
や
れ
る
か

な
ぁ
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
理
論
社
）

『
こ
て
ん
ち
ゃ
ん
が
き
た
！
』

い
と
う　
み
く

◆
小
学
生
～
向
け

広
報
ク
イ
ズ

　

次
の
問
題
を
読
み
、
３
つ
の
答

え
の
中
か
ら
正
し
い
も
の
を
選
び

は
が
き
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

　
①
令
和
７
年
度
村
の
一
般
会
計

予
算
は
、
約
何
億
円
で
し
ょ
う
？

　

Ａ　

36
億
円　

Ｂ　

46
億
円　

Ｃ　
56
億
円

　
②
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動

報
告
会
で
は
、
何
人
が
発
表
し
た

で
し
ょ
う
？

　

Ａ　

７
人　

Ｂ　

８
人　

Ｃ　

９
人

　
【
応
募
方
法
】は
が
き
に
イ
ラ

ス
ト
、
ク
イ
ズ
の
答
え
、
郵
便
番

号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、

世
帯
主
の
名
前
、
電
話
番
号
を
書

い
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
正
解

者
の
中
か
ら
、
抽
選
で
３
人
に
村

商
品
券
ま
た
は
図
書
カ
ー
ド
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
※
希
望
す
る

方
を
必
ず
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

　
○
あ
て
先
…
〒
０
２
８-

８
３

９
２ 

普
代
村
９-

13-

２　
普
代

村
役
場　
広
報
ク
イ
ズ
係

　
○
締
め
切
り
…
５
月
７
日︵
水
）　

当
日
消
印
有
効

　
○
３
月
号
の
答
え
…
①- 

C
、

②- 

C

　
○
今
月
の
当
選
者
…
①
滝
澤
ひ

び
き
く
ん
②
滝
澤
き
ら
ら
さ
ん
③

工
藤
颯
耶
音
ち
ゃ
ん

工藤颯耶音ちゃん
（緑区・6 歳）

お
し
ゃ
れ
だ
ね
！
○広 

滝澤ひびきくん
（久慈市・14 歳）

カ
ッ
プ
麺
が
お
い
し
そ
う
～
○広  

菊池祐史さん
（中央区・48 歳）

ネ
タ
は
面
白
く
は
な
い
で
す
ね
○広  

洗濯から乾燥までボタン一つで‼ぜひご利用ください‼

乾燥機で花粉症対策‼
道の駅青の国ふだい道の駅青の国ふだいでで24 時間営業中24 時間営業中

滝澤きららさん
（久慈市・16 歳）

か
っ
こ
い
い
!
○広 

［営業時間］９:00 ～ 19:00
［休日］不定休

～おいしいお肉とお惣菜～　

住所：普代アビーロード商店街13-112-6住所：普代アビーロード商店街13-112-6

公式サイト公式サイト
もチェックもチェック
してね♪してね♪

☎☎ 01940194--3535--22102210
地元産のおいしいお肉をお好みに合わせ地元産のおいしいお肉をお好みに合わせ
カットいたします。カットいたします。
店内には毎日 15 ～ 20 種類のお惣菜や、店内には毎日 15 ～ 20 種類のお惣菜や、
月火木金の 11 時には日替わりお弁当が並びます。月火木金の 11 時には日替わりお弁当が並びます。

人気 No.1 ！人気 No.1 ！
鶏の唐揚げ鶏の唐揚げ

おすすめ商品！おすすめ商品！
普代の昆布入り普代の昆布入り

メンチカツメンチカツ

中央区 電話  35−2045
髙髙橋薬橋薬局局

錠S 第
３
類
医
薬
品

1日４錠であなたの健康を応援！
薬用人参をはじめ各種ビタミン、パントテン
酸カルシウム、オキソアミヂン末などを配合

マイフレンド  Vol.197M Y
F R I E N D
　友達の友達は…みんな友達。そんな思いを
込めて自分の友人知人をリレーで紹介するマ
イフレンドコーナー。今月は太田若那さん（25）
です。

　

太
田
若
那
さ
ん
は
村
出
身
の
25

歳
。
４
月
か
ら
村
の
保
健
セ
ン
タ

ー
兼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
兼

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

で
保
健
師
と
し
て
働
い
て
い
ま
す
。

　
久
し
ぶ
り
に
戻
っ
て
き
た
ふ
る

さ
と
に
つ
い
て
聞
く
と
「
知
り
合

い
が
多
い
の
が
心
強
い
で
す
し
、

家
族
も
喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
」
と

話
し
ま
す
。

　
そ
ん
な
太
田
さ
ん
が
医
療
の
道

を
志
す
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の

は
、
小
学
生
の
時
に
経
験
し
た
東

日
本
大
震
災
。
村
で
活
動
し
て
い

た
消
防
の
方
々
や
被
災
者
に
寄
り

添
う
看
護
師
さ
ん
、
保
健
師
さ
ん

を
テ
レ
ビ
で
見
て
、
将
来
は
自
分

も
災
害
が
起
き
た
時
に
、
力
に
な

り
た
い
と
思
っ
た
そ
う
で
す
。

　
大
学
卒
業
後
は
看
護
師
と
し
て

働
き
、そ
の
後
住
民
に
寄
り
添
い
、

健
康
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
「
予
防
医

療
」
を
や
り
た
い
と
考
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
太
田
さ
ん
の
趣
味
は
買

い
物
だ
そ
う
で
「
先
日
も
妹
と
二

人
で
八
戸
に
買
い
物
に
行
き
ま
し

た
」
と
笑
顔
を
見
せ
ま
す
。

　
ま
た
「
最
近
は
し
て
い
ま
せ
ん

が
釣
り
も
好
き
で
す
」
と
意
外
な

趣
味
も
。「
久
し
ぶ
り
に
普
代
の

海
で
や
っ
て
み
た
い
で
す
ね
」
と

声
を
弾
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　
…
… 

Ｑ
＆
Ａ 

…
…

―
休
み
の
日
は
。

　

ス
マ
ホ
で
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
見
た
り
、

買
い
物
に
行
き
ま
す
。

―
時
間
と
お
金
が
あ
っ
た
ら
し
て

み
た
い
こ
と
は
。

　

旅
行
に
行
き
た
い
で
す
。
一
番

行
き
た
い
所
は
国
内
だ
と
沖
縄

で
、
海
外
だ
っ
た
ら
台
湾
が
い
い

で
す
ね
（
笑
）

―
村
へ
一
言
。

　

皆
さ
ん
に
恩
返
し
で
き
る
よ
う

頑
張
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　笑顔が素敵な太田さん。「分からない事だら
けですが、早く仕事を覚えて村に恩返しをし
たいです」と話してくれました。

ふ
る
さ
と
に
恩
返
し
を
し
た
い
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　４月から普代村にお

世話になります。

　村民の皆さまと協力

して、安心・安全の村

を守れるよう貢献した

いです。よろしくお願

いします。

　

◆
新
任
▽
普
代
小
副
校
長
（
盛

岡
市
立
城
南
小
主
幹
教
諭
）
外
舘

洋
文
▽
同
教
諭（
小
久
慈
小
教
諭
）

荒
木
航こ

う
▽
同
教
諭
（
岩
泉
町
立

小
本
小
教
諭
）
小
松
志
津
子
▽
同

教
諭
（
宮
古
市
立
新
里
小
教
諭
）

佐
々
木
明
子
▽
同
教
諭（
新
採
用
）

佐
々
木
実
優
▽
同
講
師
（
普
代
小

講
師
）馬
渡
香
奈
江
▽
同
講
師（
新

卒
）
沢
春
奈
▽
同
講
師
（
普
代
小

講
師
）上
山
亨
▽
普
代
中
教
諭（
盛

岡
市
立
大
宮
中
教
諭
）
佐
々
木
龍

己
▽
同
教
諭
（
宮
古
市
立
川
井
小

教
諭
）
中
川
直
之
▽
同
教
諭
（
長

内
中
教
諭
）髙
坂
希
▽
同
教
諭（
滝

沢
市
立
滝
沢
中
教
諭
）
倉
田
和
大

▽
同
講
師
（
山
形
中
講
師
）
坂
本

夕
貴
▽
村
教
育
委
員
会
事
務
局
指

導
主
事（
雫
石
町
立
雫
石
中
教
諭
）

滝
浦
千ち

か
ら

加
良　

　
◆
転
任
▽
宮
古
市
立
磯
鶏
小
副

校
長
（
普
代
小
副
校
長
）
福
井
直

子
▽
長
内
小
教
諭
（
同
教
諭
）
阿

部
実
希
子
▽
同
教
諭
（
同
教
諭
）

鈴
木
祐
平
▽
宮
古
市
立
田
老
一
中

養
護
教
諭
（
同
養
護
教
諭
）
畠
山

裕ゆ
う
こ子
▽
侍
浜
中
教
諭
（
普
代
中
教

諭
）
関
本
知
之
▽
盛
岡
市
立
下
橋

中
教
諭
（
同
教
諭
）
五ご

な
い
か
わ

内
川
叶か

な
み望

▽
夏
井
中
教
諭
（
同
教
諭
）
角
谷

佳
祐
▽
八
幡
平
市
教
育
委
員
会
事

務
局
指
導
主
事
（
村
教
育
委
員
会

事
務
局
指
導
主
事
）
中
島
翠

　
◆
退
職
▽
本
田
実
春
（
普
代
小

教
諭
）

　
　

　　
◆
新
任
▽
普
代
分
署
副
分
署
長

兼
第
２
係
長
（
洋
野
消
防
署
警
防

係
長
）
大
沢
秀
明
▽
同
消
防
士
長

（
野
田
分
署
消
防
士
長
）
工
藤
拓

実
▽
同
消
防
士
長
（
久
慈
消
防
署

兼
消
防
本
部
総
務
予
防
課
消
防
士

長
）
米
田
直
人
▽
同
消
防
士
（
久

慈
消
防
署
消
防
士
）
太
田
優
一
郎

▽
同
消
防
士
（
新
採
用
）
勝
田
時

成
　

◆
転
任
▽
洋
野
消
防
署
警
防
係

長
（
普
代
分
署
副
分
署
長
兼
第
２

係
長
）
佐
々
木
能た

か
し史
▽
洋
野
消
防

署
消
防
士
長
（
同
消
防
士
長
）
皆

川
智
博
▽
久
慈
消
防
署
消
防
士

（
同
消
防
士
）
桑
田
史
洋
▽
同
消

防
士
（
同
消
防
士
）
鎌
倉
蓮
▽
同

消
防
士
（
同
消
防
士
）
橋
本
雄
心

　
　
　

　
◆
課
長
級
▽
住
民
福
祉
課
長
兼

保
健
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
子
育
て
世

代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長
（
住

民
福
祉
課
長
）
松
葉
修
志

　
◆
課
長
補
佐
級
▽
政
策
推
進
室

室
長
補
佐
兼
政
策
推
進
係
長
兼
企

画
係
長
（
政
策
推
進
室
室
長
補
佐

兼
政
策
推
進
係
長
）
栃
木
美
穂
▽

税
務
出
納
課
（
税
務
部
門
）
課
長

補
佐
（
保
健
セ
ン
タ
ー
所
長
補
佐

兼
包
括
支
援
係
長
）
熊
谷
元
三
▽

保
健
セ
ン
タ
ー
所
長
補
佐
兼
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長
補
佐
兼

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

所
長
補
佐
兼
包
括
支
援
係
長
（
保

健
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
子
育
て
世
代

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長
）
松
葉

義
人

　
◆
係
長
級
▽
総
務
課
財
政
係
長

（
総
務
課
主
事
）
竹
下
真
人
▽
同

 

■
教
職
員

  

■
普
代
分
署

 

■
役
場

庶
務
係
長
（
県
ふ
る
さ
と
振
興
部

市
町
村
課
派
遣
（
主
事
））
中
村

晃
江
▽
住
民
福
祉
課
住
民
係
長

（
税
務
出
納
課
（
出
納
部
門
）
出

納
係
長
）
竹
下
雪
乃
▽
同
福
祉
係

長
兼
国
保
介
護
保
険
係
長
（
議
会

事
務
局
出
向
（
係
長
））
藤
嶋
大

輔
▽
農
林
商
工
課
農
村
生
活
係
長

兼
農
業
委
員
会
事
務
局
併
任
（
係

長
）（
住
民
福
祉
課
住
民
係
長
）

泉
山
沙
織
▽
商
工
観
光
振
興
室
商

工
係
長
兼
観
光
係
長
（
教
育
委
員

会
事
務
局
出
向
（
係
長
））
森
田

陽
▽
議
会
事
務
局
出
向
（
係
長
）

（
総
務
課
庶
務
企
画
係
長
兼
財
政

係
長
）
熊
谷
剛
▽
教
育
委
員
会
事

務
局
出
向
（
係
長
）（
商
工
観
光

振
興
室
商
工
係
長
兼
観
光
係
長
）

前
川
正
樹

　
◆
主
事
・
主
事
補
級
▽
総
務
課

主
事
（
建
設
水
産
課
主
事
）
中
川

光
大
▽
政
策
推
進
室
主
事
（
同
主

事
）
落
合
涼
香
▽
同
主
事
（
政
策

推
進
室
主
事
補
）
齋
藤
嘉か

あ
と

亜
翔
▽

建
設
水
産
課
主
事
（
農
業
委
員
会

併
任
（
書
記
）
兼
農
林
商
工
課
主

事
）
笹
山
英
幸
▽
教
育
委
員
会
事

務
局
出
向
（
主
事
）（
教
育
委
員
会

事
務
局
出
向
（
主
事
補
））
小
松
鈴れ

い

　

◆
新
採
用
▽
住
民
福
祉
課
主
事
・

内
野
沢
さ
つ
き
▽
教
育
委
員
会
事

務
局
出
向
（
は
ま
ゆ
り
子
ど
も
園

保
育
士
）・
山
根
万ま

ゆ侑
▽
保
健
セ

ン
タ
ー
兼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
兼
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
保
健
師
・
関
畑
瑠る

か夏
▽
同
保

健
師
・
太
田
若
那

　

◆
派
遣
▽
県
ふ
る
さ
と
振
興
部

市
町
村
課
派
遣
（
主
事
）（
総
務

課
主
事
）
森
田
周

　
◆
暫
定
再
任
用
▽
税
務
出
納
課

（
出
納
部
門
）
課
長
補
佐
兼
出
納

係
長（
税
務
出
納
課（
出
納
部
門
）

課
長
補
佐
）
川
向
正
人
▽
村
社
会

福
祉
協
議
会
派
遣
（
事
務
局
長
）

（
延
長
）
山
﨑
長
蔵　

　
◆
退
職
▽
川
向
正
人
（
税
務
出

納
課
（
出
納
部
門
）
課
長
補
佐
）

▽
山
道
輝
（
住
民
福
祉
課
課
長
補

佐
兼
福
祉
係
長
兼
国
保
介
護
保
険

係
長
）
▽
中
村
翔
（
税
務
出
納
課

（
税
務
部
門
）主
事
）▽
斉
藤
潤（
教

育
委
員
会
事
務
局
出
向
（
主
事
））

▽
安
田
要
（
総
務
課
主
事
）

村
内
の
人
の
動
き

村
内
の
人
の
動
き

４
月
１
日
付
、退
職
者
な
ど
は
３
月
31
日
付
。表
記
は
新

職
名（
旧
職
名
）氏
名

︱
の
順
で
す
。＝
敬
称
略
＝

駐在所だより
Police

てをあげて くるまにおしらせ ぼくはここ佐藤 太樹 所長

　

【
新
任
】※
（　
）
内
は
旧
職
名

▽
普
代
駐
在
所
長
（
盛
岡
西
警
察

署
交
通
課
係
長
）
佐
藤
太
樹

【
転
任
】※
（　
）
内
は
旧
職
名

▽
久
慈
警
察
署
警
務
課
係
長
（
普

代
駐
在
所
長
）
芳
賀
秀
一

〇
こ
ど
も
を
始
め
と
す
る
歩　

行
者
が
安
全
に
通
行
で
き
る

道
路
交
通
環
境
の
確
保
と
正

し
い
横
断
方
法
の
実
践

春の全国交通安全運動

みんなのひろばみんなのひろば

443
　しょうじりのあちゃん（正路りのあちゃん・６歳）から
　父・祐大さん　母・由希乃さんへ

　パパはとおくにおしごとにいってるよ。おやすみの
ひにかえってくるのがたのしみなんだ！
　パパのけいたいで、キツネのおせわをするゲームを
するのがたのしいよ。パパがおにいちゃんやくで、り
のあがおかあさんやくで、おままごとをするのがたの
しいから、またやろうね！
　ママとはおうちでめかくしかくれんぼをするのがた
のしいよ。
　たまごやきのつくりかたをおしえてくれたから、も
うひとりでつくれるようになったよ！でも、ママのた
まごやきがいちばんすき！
　ねるときにぎゅーしてくれるやさしいママがだいす
きだよ。
　かぞくみんなで、おかいものにいったり、おでかけ
にいったりするのがだいすき。
　またみんなでハワイアンズにいきたいなー。

りのあちゃん
（はまゆり子ども園さくら組）

 

人
事
異
動

〇
歩
行
者
優
先
意
識
の
徹
底

と
な
が
ら
運
転
等
の
根
絶
や

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
の
適
切
な
使
用
の

促
進

〇
自
転
車
・
電
動
キ
ッ
ク
ボ

ー
ド
等
利
用
時
の
ヘ
ル
メ
ッ

ト
着
用
と
交
通
ル
ー
ル
の
遵

守 ■
運
動
の
重
点
事
項

癒癒しし家家 ぬぬっっくくままるる

～疲れた体癒しませんか？～

整体・リフレクソロジーのお店

セラピスト 小野寺はるか

✆080-2831-5319
上区

自宅２階 茂石総業  代表 茂石祐次  ☎35−2933
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久慈地区法律相談
▶ 期 日…5月8日（木）、12日（月)▶ 時
間…10:30〜15:30▶場所…久慈市消費
生活センター▶問い合わせ先…久慈市
役所生活環境課（☎ 0194-54-8003）

多重債務者相談
▶期日…5月22日（木)▶時間…10:00
〜15:00▶場所…久慈市消費生活セン
ター▶問い合わせ先…同センター（☎
0194−54−8004）

くらしとお金の安心相談会
▶日時…5月21日（水) 10:00〜16:00
▶場所…久慈市消費生活センター▶問
い合わせ先…同センター（☎0194−
54−8004）

エイズ・肝炎ウイルス・梅毒・性器
クラミジア検査、骨髄バンク登録
▶ 日 時…５月 13 日（火）14:00 ～
16:00（要予約）

こころの健康相談
▶日時は予約時に案内しますのでお問
い合わせください。

お酒のお悩み相談
▶ 日 時 …5 月 22 日（ 木 ）10:00 ～
11:30（要予約）
問い合わせは久慈保健所保健課まで

（☎0194−66−9680）

久慈保健所での相談

 困っていたら相談を！

６件とも事前に予約が必要です

定 期 無 料 相 談

　村からのお知らせなどはこのコー
ナーで行います。皆さんからの情報
もお待ちしています。政策推進室
広報係（☎ 35−2114）

３月分（敬称略・順不同）

戸籍の窓戸籍の窓

交通安全 対策情報交通安全 対策情報
  ■村内の交通事故《３月》

	 人身事故　０件（０件）

	 物損事故　2 件（４件）

　※（ ）内は１月からの累計

  ■救急車の出動件数《３月》  13件

  ■飲酒運転検挙状況（県交通安全対策協議会調べ）

	 村内の検挙者数《２月》 ０人

	 県内の検挙者数《２月》22人

家庭ごみの状況家庭ごみの状況
Ｒ７.2 月の排出量

ごみの総量 44.4㌧（+ 3.4㌧）
うち可燃ごみ 27.7㌧（-　4.6㌧）
うち不燃ごみ   2.3㌧（+ 0.3㌧）
うち資源ごみ   3.2㌧（+ 3.5㌧）
一人一日当たり  694㌘（+ 94㌘）
※（　)内は、前年比

お誕生おめでとう（１人）

中村　翠
すい

　（駿人・千咲）　緑区

ご結婚おめでとう（０組）

お悔やみ申し上げます（４人）

日向　賢身　　白　井　　73歳

太田　カヤ　　太田名部　90歳

太田　崇文　　太田名部　54歳

照井　正廣　　太田名部　91歳

屋根・外壁・一般建築塗装屋根・外壁・一般建築塗装
ひと塗りひと塗りひと塗りひと塗り

真心を込めて真心を込めて

連絡先：本波（堀内） 連絡先：本波（堀内） 
見積もり無料！お気軽にご連絡ください見積もり無料！お気軽にご連絡ください

0194-32-34080194-32-3408
080-3329-5478080-3329-5478

受
付
対
象
テ
ー
プ（
原
版
） 使えます

ＶＨＳ
ダビング
ＤＶＤから

25年問題をご存じですか？

１枚
3,000円税

込

劣化やカビで見られなくなる

　学生の人で、本人の前年所得が一定
額以下の場合に、保険料の納付が猶予
される学生納付特例制度（以下、学特
という）があります。学特を受けた期
間は、障害年金や遺族年金を受け取る
ための必要な期間（受給資格期間）と
なります。
　申請方法は、日本年金機構 HP をご
覧いただくか、宮古年金事務所までお
問い合わせください。なお、窓口での
申請は、宮古年金事務所または市町村
にて受け付けています。
▶用意するもの…在学証明書（原本）
または有効期限や学年の記載された学
生証、基礎年金番号がわかるもの
▶お問い合わせ先…宮古年金事務所

（☎ 0193-62-1963）

　ゴールデンウィーク中のごみの廃棄
物処理施設への直接搬入については、
次のとおり実施します。
▶特別開場日…５月５日（月）、６日（火）
▶開場施設…久慈地区ごみ焼却場、久
慈地区粗大ごみ処理場、久慈地区再資
源化処理場
▶開場時間…8:30 ～ 16:30 まで
　　　　　 (12:00 ～ 13:00 は除く )
　その他詳しくは役場住民福祉課（☎
35-2113）または久慈広域連合衛生
課（☎ 0194-66-9090）まで。

　6 月 2 日（月）は自動車税種別割の
納期限です。４月１日現在の自動車の
保有者に課税される税金です。納税通
知書は５月に発送します。納付期限ま
でに忘れずに納めましょう。
　４月１日現在で車検が切れたまま６
カ月を経過している自動車について
は、納税通知書を送付しません。この
自動車について、使用する予定がある
場合には、自動車税種別割を納めてい
ただく必要があります。
▶問い合わせ先…県北広域振興局県税
室（☎ 0194-66-9678）

　村では村に住所がある方の i- サポ
の入会登録料を全額助成しています。
▶入会手続き…i- サポで手続きができ
ます。（☎ 0193-65-7222）
▶問い合わせ先…役場政策推進室（☎
0194-35-2114）

　県立二戸高等技術専門学校では、離
職者などを対象に、パソコンを使用し
た事務処理能力を習得し、再就職に向
けた短期講習を実施します。
▶対象者…公共職業安定所に求職申し
込みしている人、ハローワークの受講
指示、受講推薦または支援指示を受け
られる見込みの人
▶コース名…OA実務科
▶内容…パソコンを使った文書作成ソ
フト実習、表計算ソフト実習など３カ
月の職業訓練 (資格取得が目標です )
▶受講期間・時間…５月 22 日（木）
～８月 21日（木）9:35 ～ 15:25
▶費用…受講料は無料（テキスト代な
どは自己負担）
▶申し込み締め切り…5月 8日（木）
▶ 選 考 会 日 時 … ５ 月 15 日（ 木 ）
10:00 ～
▶実施会場…久慈高等職業訓練校
　申し込み方法など詳しくは久慈公共
職業安定所（☎ 0194-53-3374）ま
たは県立二戸高等技術専門校（☎
0195-23-2227）まで。

　久慈地区汚泥再生処理センターで
は、し尿や浄化槽汚泥を処理する過程
で発生した脱水汚泥を発酵させた肥料
を無償で配布します。
▶対象者…久慈広域市町村の住民の方

（家庭菜園への使用に限ります）
▶配布場所・問い合わせ先…久慈地区
汚泥再生処理センター（☎ 0194-66-
9090）

　今年は県内で既に 10 件の山火事が
発生し、昨年同時期より５件も増加し
ています。
　特に大船渡市での大規模な山火事で
は、建物を含む多くの被害が発生しま
した。岩手県山火事防止対策推進協議
会でも「山火事警戒宣言」を発令して
広報活動を強化しています。
　一人ひとりが火の用心を心がけ、山
火事をなくしましょう。

　県立花きセンターでは、花きセン
ターまつりを開催します。
▶日時…４月 26 日（土）午前 10 時
～午後３時
▶場所…岩手県立花きセンター花の館
エリアほか（金ヶ崎町六原頭無2-87）
▶内容…花壇苗や鉢花類の展示販売、
学生のフラワーアレンジメント展示、
農産物、園芸資材、協賛店の出店
▶入場料…無料
▶問い合わせ先…県立農業大学校教育
部研修科（花きセンター担当）鎌田
　　　　　　　(☎ 0197-43-2107)
　　メールCE0029@pref.iwate.jp

i -サポ登録料を助成

汚泥肥料を無償で配布します

「ごみ焼きは絶対にダメ‼」

6/2 自動車税種別割の納期限

国民年金の学生納付特例制度

GW中のごみの直接搬入について離職者の再就職を支援します

花きセンターまつりの開催

【山林火災】
■久慈大火　昭和58年４月27日
　消失面積1,084ha、住家45棟　
　　　　　　　　　非住家179棟
　損害額 1,274,128千円
■令和７年大船渡大規模山林火災
　4/2現在　消失面積2,900ha、
　死者１名 住家86棟 非住家135棟

新行政相談委員
黒崎の畠山伊代子さんを委嘱

　黒崎の畠山伊代子さんが、
総務大臣から行政相談委員に委
嘱されました。任期は令和７年
４月１日から令和９年３月 31
日までの２年間です。
　相談は無料で、その内容や秘
密は固く守られますので、行政
全般に関する苦情や要望などが
ある人は、お気軽にご相談くだ
さい。
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５月のこんなこと、あんなこと
日 月 火 水 木 金 土

○保 は保健センター
○北 は北緯40度野球場
○社 は社会体育館
○管 は管理センター
○ふ はふれあい交流
センター
○診 は医科診療所
○Ｂ は海洋センター
○は ははまゆり子ど
も園

普代村消防団特別
点検

ゴミ処理場自己搬
入日 (8:30 ～
12:00)

みどりの日

昭和の日
固定資産税第１期
納期限

＃青の国ふだい
(18:55 ～ 19:00) 憲法記念日

こどもの日
鵜鳥神社例大祭
GWごみ処理場

特別搬入日
(8:30～16:30※12:00
～13:00を除く)

体育施設
無料開放日

＃青の国ふだい
(18:55 ～ 19:00)振替休日

GWごみ処理場
特別搬入日

(8:30～16:30※12:00
～13:00を除く)

普代小中学校運動
会・体育祭

＃青の国ふだい
(18:55 ～ 19:00)

ブックスタート
乳幼児健診（受付：
12:45 ～ 13:00）
○保

移動図書（各地区） ＃青の国ふだい
(18:55 ～ 19:00)

離乳食教室○保

２歳児健康教室 ○保

(友引) （大安） （赤口） (友引) （先負）

（仏滅）

（大安）

（仏滅）（先負）（赤口）（大安）

（赤口）（先勝）

（赤口）（大安）（先負）（先勝）（赤口）

(大安 )（仏滅）（先負）

4/27 29 30 5/2 3

4

25

242321201918

17161511

10965

28

三船製菓 ☎35‒2020中央区

4月26日㈯ ジョイフルデー4月26日㈯ ジョイフルデー皆さん
春です

よ！皆さん
春です

よ！

ふわふわのコーヒースポンジに
コーヒー風味の生クリームを
たっぷりロールしました。

ふわふわのコーヒースポンジに
コーヒー風味の生クリームを
たっぷりロールしました。10時スタート

ドーナツ
2025GW今年もソフトクリームを販売致します！
5月3日～6日　午前10時頃から販売開始します！
2025GW今年もソフトクリームを販売致します！
5月3日～6日　午前10時頃から販売開始します！

コーヒー生ロール ￥1,300コーヒー生ロール ￥1,300

1本24㎝
※おやきは未定です。

役場からのお知らせ
　
５
月
12
日
は
民
生
委
員
・
児
童

委
員
の
日
で
す
。　

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
援

助
を
必
要
と
す
る
人
の
様
々
な
相

談
に
応
じ
、
村
や
関
係
機
関
へ
の

橋
渡
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
民
生
委
員
は
地
域
か
ら
推
薦
さ

れ
、
民
生
委
員
法
に
基
づ
き
厚
生

労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
非
常

勤
の
地
方
公
務
員
で
す
。た
だ
し
、

給
与
の
支
給
は
な
く
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
児
童
福
祉
法
に
定
め
る

児
童
委
員
を
兼
ね
て
お
り
、
そ
の

中
に
は
子
ど
も
に
関
す
る
問
題
を

専
門
に
対
応
す
る
主
任
児
童
委
員

も
い
ま
す
。

　
村
で
は
現
在
、
14
人
の
委
員
が

活
動
し
て
い
ま
す
。

▼
高
齢
者
の
一
人
暮
ら
し
で
不
安

◆
住
民
福
祉
課
か
ら

地
域
の
身
近
な
相
談
相
手

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に

▼
近
所
で
心
配
な
人
が
い
る

▼
生
活
に
困
っ
て
い
る

▼
育
児
で
悩
ん
で
い
る

▼
相
談
先
が
わ
か
ら
な
い

　　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
は
、

法
に
基
づ
き
秘
密
を
守
る
義
務
が

あ
る
た
め
、
相
談
内
容
が
漏
れ
る

心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
。
１
０
０
年

以
上
の
歴
史
と
実
績
の
あ
る
安
心

な
制
度
で
す
。

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
は
そ

れ
ぞ
れ
の
担
当
区
域
が
あ
り
ま

す
。
お
住
い
の
地
域
の
委
員
が
わ

か
ら
な
い
場
合
は
役
場
住
民
福
祉

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
住
民
福
祉
課
（
☎
35-

２

１
１
３
）

ど
ん
な
人
た
ち
な
の
？

こ
ん
な
時
に
ご
相
談
く
だ

さ
い

ご
相
談
く
だ
さ
い

相
談
内
容
の
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す

相
談
し
た
い
と
き
は
ど
う

す
れ
ば
い
い
の
？

iPhone 用Android 用

▶

ロ
グ
イ
ン
完
了

「
地
域
を
選
択
し
て
ロ
グ
イ
ン
」

を
タ
ッ
プ

村
内
の
郵
便
番
号
を
入
力
し

て
、
検
索
を
タ
ッ
プ

▶

「
普
代
村
全
域
」
ま
た
は
「
地

域
名
」
を
選
択
し
て
、
決
定

を
タ
ッ
プ

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
情
報
を
あ
な
た
に

村
の
情
報
配
信
ア
プ
リ

ラ
イ
フ
ビ
ジ
ョ
ン

・暮らしに役立つ情報あり

・災害時に避難情報などを確認

・広報ふだいや議会だよりもチェック

こちらから ☞

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
後
か
ら

使
用
ま
で
の
手
順

ダウンロードは

金　　額　�1,500円／月：白黒１マス（縦4.5㎝×横9㎝
程度、多少増減することもあります）

　　　年間契約すると 1ヶ月分が無料になりお得です

発行部数　�1,400部（村内は全戸配布・村外約200部）

※希望者が多い場合は調整させせていただく場合があります。

　村では「広報ふだい」に掲載する
広告を皆さんから募集しています。
村内の方で掲載を希望される方は、
政策推進室広報係 ☎35−2114 まで
お申し込みください。

  広告掲載しませんか
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		  前月比	 前年比
人　口	 2,278人	 （－8）	 （−60）
  （男）	 1,145人	 （－5）	 （−31）
  （女）	 1,133人	 （－3）	 （−29）
世　帯	 1,055戸	 （ー2）	 （−13）

人口と世帯人口と世帯３月末現在

▼
今
年
度
か
ら
広
報
ふ
だ
い
を
担

当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
中
野

と
申
し
ま
す
。
今
後
は
取
材
等
で

色
々
な
方
に
お
願
い
を
す
る
こ
と

に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
▼
今

ま
で
は
広
報
を
読
ん
で
い
る
立
場

だ
っ
た
の
で
す
が
、
ま
さ
か
作
る

立
場
に
な
る
と
は
自
分
で
も
想
定

し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
▼
春
は
別

れ
と
出
会
い
の
季
節
で
す
。
卒
業

や
入
学
、
就
職
は
人
生
の
節
目
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い

出
を
胸
に
、
新
し
い
場
所
で
も
良

い
出
会
い
が
あ
る
こ
と
を
願
い
ま

す
。

　
　
　
　
　
　（
中
野
ヒ
ト
シ

）

広報ふだいを
スマホにお届け

旅立ちの春旅立ちの春
出会いの春出会いの春

　　はまゆり子ども園の卒入園式と普代小・普
代中の卒入学式が３月中旬から４月上旬にそ
れぞれ行われました。たくさんの思い出を胸
に学びやを巣立った子どもたちは、新たな一
歩を踏み出しました。

誓いのことばを述べる新入生（普代中）

3/8　
3/15 
3/19　
4/5
4/7
4/8　

５人が入園しました（子ども園）

「先生ありがとう！」６人が卒園（子ども園）

17 人がそれぞれの道へ（普代中）

congratulationscongratulations
fly to the futurefly to the future

期待と不安で緊張した入学式（普代小）

普代中卒業式（17 人卒業）
普代小卒業式（13 人卒業）
子ども園卒園式（６人卒園）
普代中入学式（11 人入学）
子ども園入園式（５人入園）
普代小入学式（７人入学）

13 人が学びやを旅立ちました（普代小）卒業証書を受け取る卒業生（普代中）

お兄ちゃんよろしくね（子ども園）


